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日本弁理士会では、２０２４年１０月１７日（木）１５時より、当会が推進する中小企業・

スタートアップ支援事業（「知財価値評価」、「事業承継支援」、「キャラバン事業」等）に

ついて記者説明会を開催します。 

 

大企業を中心として「知的財産」やその活用への注目は高まってきていますが、日本の

企業数の９９％以上を占める中小企業（スタートアップ企業を含む）におきましては、必

ずしも知的財産への理解や活用が進んでいるとは言えません。 

 このような状況の中で、大企業と比較して資力に乏しい中小企業やスタートアップを

知的財産の側面から支援すべく、日本弁理士会では様々な支援事業を実施してきました。 

 今回の記者説明会では、日本弁理士会が行っている、知財の活用により実現される中

小・スタートアップ企業の支援活動のうち、特に、注目度の高い「知財価値評価」、新た

に始めた企業の「事業承継支援」、継続的に行っている「キャラバン事業」を中心に、知

財の価値や事業性の評価手法の概要や支援事業の成果などについてご紹介いたします。 

 

「知財価値評価」 

 金銭的評価（定量的な価値評価）のみならず、事業性評価（定性的な価値評価）も含ま

れており、これらは、中小企業・スタートアップの起業前、起業後、成長期あるいは吸収

合併の場面など、幅広く活用できるものです。 

 

「事業承継支援」 

 上述の事業性評価にも関連するものであり、知財を切り口にして事業を見える化！し

ます。事業承継の際に、これまでも経営の見える化はなされていましたが、紹介するもの

は、知財を活用する新しい試みです。 

 

「キャラバン事業」 

 新規事業の立ち上げや販路開拓等に悩みを抱えている中小企業・スタートアップ企業

を対象に、知財経営コンサルティング支援を行う事業です。担当弁理士が企業を訪問し、

ヒアリングを行い、課題の抽出とその解決策の提案等を行います。 

 

 

 記者説明会には、会場（弁理士会館 会議室）又はオンラインにてご参加いただけます。

皆様におかれましては、ご多忙のことと存じますが、ぜひ会場においでいただきますよう

お願いします。 

 

 

記者説明会開催のご案内 

権利取得だけではない、 

中小・スタートアップ企業の経営を支える知財戦略 

～知的財産による中小・スタートアップ企業支援～ 

 

「AIと著作権に関する考え方について」の論点 

～文化庁によるガイドライン・AIと著作権の関係に関する検討～ 
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ご出席くださる方におかれましては、１０月１５日（火）午前中までに、下記のフォー

ムに必要事項をご入力の上、「送信」ボタンを押してください。 

＜参加申込受付フォーム＞ 

https://www.benrishi-navi.com/f/?id=b104&type=1017 

 

 ＊オンラインでの参加をご希望の方には、追って参加用の URLをご連絡します。 

 ＊記者説明会に関する資料は、当日会場にて配布します。 

（オンラインで参加される方には、記者説明会終了後、メールにてお送りします。） 

 

 

■問合せ先 日本弁理士会 事務局 広報室 佐々木 E-mail: kouhou@jpaa.or.jp 

■日時：令和６年１０月１７日（木）１５：００～１６：００ 

■場所：弁理士会館２Ｆ ＡＢ会議室 及び Zoom ミーティング 

（東京都千代田区霞が関·３－４－２ 弁理士会館） 

■テーマ・スピーカー： 

「権利取得だけではない、中小・スタートアップ企業の経営を支える知財戦略」 

日本弁理士会 知的財産経営センター センター長   津田 理 

                 副センター長 大池 聞平 
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